
(一社)九州貸切バス適正化センター 令和８年度第 1回諮問委員会 議事内容 
 
日  時：令和８年 6月４日(水)１３：３０～１４：１０ 
場  所：陸運会館 6階小会議室 
出 席 者：（適正化事業諮問委員）阿部委員（委員長）、吉城委員（副委員長）、藤本委員 
      （適正化センター）辰巳代表理事（会長）、麦谷首席指導員、大迫事務局長、 

四元事務員 
議事録 
定刻となったので、事務局長が開会を宣言し、4名中３名委員の出席があり、諮問委員会
が成立していることを宣言し、以下、委員長の指揮で委員会が始まった。 
【諮問事項の審議】 
阿部委員長：諮問１の「令和７年度適正業務に係る事業報告について」事務局から説明し
てください。 
事務局  ：資料により説明 
吉城委員 ：巡回実施件数について、計画より実施件数が減っているのは、事業廃止等の

理由と説明があったが、鹿児島・長崎については少しずつ増えている。なぜ
か。 

事務局  ：優良事業者関係は除外しているが、監査対象があり、国が全事業者の 1 割を
監査するということになっている。鹿児島・長崎の監査件数が予定より少な
かった。事業計画時には監査件数が定まっていないため、1 割を省いて計画
していたが、その部分の監査がなく巡回指導を行った。基本、全事業者の
内、国が監査へ行くところ以外を当適正化センターが巡回している。その中
で優良事業者については巡回が免除される。そのような理由から鹿児島・長
崎については当初計画よりズレが生じた。 

 
以上の議論があり諮問 1について満場一致で可決した。 
 
阿部委員長：諮問 2 の「令和 7 年度適正化業務に係る収支決算について」事務局から説明

してください。 
事務局  ：資料により説明 
阿部委員長：収支の差がマイナス 300 万円強となっているが、来期以降の見通しは。 
事務局  ：正味財産が 2000万円程あり、負担金を抑えるために毎年それを取崩してい

き、少しずつ負担金を上げて繰入を少なくしていく。あと 2 年程で収支差が
なくなり、最終的には正味財産残高が 500 万円程度になるまで負担金の繰入
を行う。 

阿部委員長：意識的に残高をある程度まで減らしているということか。 



事務局  ：基本的に適正化センターはその年に係る事業費を負担金で賄うのが原則であ
り、利益を積立てるということはできない。ある程度キャッシュフローは必
要で、500 万円程度あれば次年度の事業はできるという試算。 

藤本委員 ：延滞金の収入が減ったことは良いこと。 
事務局  ：全国的にも九州は実績がよい。毎年、年度を繰越して負担金を延滞するとい

う事業者はない。令和 8年度も今日現在未納は 2業者となっている。 
 
以上の議論があり諮問 2について満場一致で可決した。 
以上で、諮問事項の、全ての審議が終了し、委員長は諮問委員会の終了を宣言した 


